
コラーレ30周年記念

六
五
〇
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
、

日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
。

芸
を
極
め
た
人
間
国
宝
・
野
村
万
作
と
、
多
彩
な
才
能
を
も
つ
野
村
萬
斎
が
、

室
町
時
代
か
ら
続
く
日
本
最
古
の
喜
劇
「
狂
言
」
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

今
回
は
コ
ラ
ー
レ
30
周
年
を
記
念
し
、
素
囃
子
で
華
や
か
に
幕
を
開
け
ま
す
。

笑
い
と
機
知
に
富
ん
だ
、
見
ご
た
え
あ
る
演
目
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

野村 万作

野村 萬斎

野村 裕基

●お問い合せ● 黒部市国際文化センターコラーレ 〒938-0031 黒部市三日市20番地　
TEL.0765-57-1201　info@colare.jp　https://www.colare.jp/　 ホームページ公式サイト LINE公式アカウント

〜
狂
言
三
代
〜

狂
言 

木
六
駄

狂
言 

髭　

櫓

き
　 

ろ
く  

だ

ひ
げ
　
　 

や
ぐ
ら

主
人
に
命
じ
ら
れ
、お
歳
暮
と
し
て
炭
六
駄・木
六
駄・樽
酒
を
伯
父
へ
届
け
る
太
郎
冠
者
。

雪
の
山
道
で
立
ち
寄
っ
た
茶
屋
で
、届
け
物
の
酒
を
飲
み
干
し
、酔
っ
て
木
六
駄
ま
で
渡
し
て

し
ま
い
、残
っ
た
炭
六
駄
だ
け
を
持
っ
て
伯
父
の
も
と
へ
向
か
う
の
だ
が
…
…
。

大
髭
が
自
慢
の
男
が
、宮
中
の
大
嘗
会
で
犀
の
鉾
を
持
つ
役
に
選
ば
れ
上
機
嫌
だ
が
、妻
は
装

束
の
支
度
を
嫌
が
り
、さ
ら
に
髭
を
剃
れ
と
言
う
。怒
っ
た
男
が
妻
を
追
い
出
す
と
、妻
は
女
た

ち
を
率
い
て
武
装
し
、男
に
突
進
。男
も
櫓
を
首
か
ら
掛
け
て
応
戦
す
る
の
だ
が
…
…
。

●未就学児の入場はご遠慮願います。
●車椅子の方、補助犬をお連れの方、体の不自由な方は、座席の相談を承りますので、コラーレまでお問い合せください。
●この公演は黒部市の助成により低料金でお楽しみいただけます。

主催／公益財団法人黒部市国際文化センター　
共催／チューリップテレビ　
後援／黒部市、黒部市教育委員会、北日本新聞社

黒部市国際文化センター

コラーレ〈カーターホール〉

一般6,000円　高校生以下1,000円※　
障がい者手帳をお持ちの方5,000円※

チケット一般発売日 
9月20日（土）９:00～

12/12●
開場 18:30　開演 19:00

金

■プレイガイド：コラーレ、黒部メルシー、チケットぴあ（Ｐコード 536-098）、
　　　　　　　　アーツナビ

2025.

素
囃
子 

神
舞

全席指定

か
み 

ま
い

※コラーレでのみ販売



番
組

狂
　
言
　
　

　
木
六
駄

解
　
説
　
中
村
　
修
一

素
囃
子
　

神
舞

　
主
人
は
、
山
ひ
と
つ
向
う
の
都
に
住
む
伯
父
へ
の
お
歳
暮
と
し
て
、
炭
を
六
駄
と
木

を
六
駄
、
そ
れ
に
上
等
の
樽
酒
を
届
け
る
よ
う
太
郎
冠
者
に
命
ず
る
。
雪
の
降
る
山
中
、

荷
を
積
ん
だ
十
二
頭
の
牛
を
追
い
、
よ
う
や
く
峠
の
茶
屋
に
た
ど
り
着
い
た
太
郎
冠
者

は
酒
を
所
望
す
る
が
、
あ
い
に
く
茶
屋
が
切
ら
し
て
い
た
の
で
、
届
け
る
は
ず
の
樽
酒

に
手
を
つ
け
、
茶
屋
と
酌
み
交
わ
す
う
ち
に
全
部
飲
み
干
し
て
し
ま
う
。更
に
酔
っ
た
勢

い
で
木
六
駄
ま
で
茶
屋
に
や
っ
て
し
ま
い
、
太
郎
冠
者
は
残
り
の
炭
六
駄
を
の
せ
た
牛

を
引
い
て
伯
父
の
も
と
へ
行
く
の
だ
が
…
…
。

　
降
り
し
き
る
雪
の
中
、
蓑
笠
を
つ
け
、
一
本
の
追
竹
だ
け
で
十
二
頭
の
牛
を
追
う
太

郎
冠
者
の
演
技
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
酒
宴
の
際
に
酔
態
で
舞
う
「
鶉
舞
」
な
ど
、

狂
言
と
し
て
重
厚
な
構
成
の
中
に
庶
民
の
生
活
感
情
が
豊
か
に
描
か
れ
た
秀
作
で
す
。

太
郎
冠
者
　

野
村
　
萬
斎

　
主
　
飯
田
　
　
豪

茶
屋
　
野
村
太
一
郎

伯
父
　
石
田
　
幸
雄

　
　
　
　
　
　
　
後
見
　
月
崎
　
晴
夫

野
村
萬
斎  

狂
言
師

野
村
裕
基  
狂
言
師

公益財団法人黒部市国際文化センターは 2022年１月、SDGs 宣言をしました。
すべての人に芸術文化の鑑賞・参加の機会を提供し、豊かで潤いのある生活を支援します。

　
一
九
六
六
年
生
。
祖
父

・
故
六
世
野
村
万
蔵
及
び

父
・
野
村
万
作
に
師
事
。

重
要
無
形
文
化
財
総
合
指

定
保
持
者
。
東
京
藝
術
大

学
音
楽
学
部
卒
業
。
「
狂

言
ご
ざ
る
乃
座
」
主
宰
。

国
内
外
で
多
数
の
狂
言
・
能
公
演
に
参
加
、
普
及
に
貢
献

す
る
一
方
、
現
代
劇
や
映
画
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
主
演
、

舞
台
『
敦
―
山
月
記
・
名
人
伝
―
』『
子
午
線
の
祀

り
』
能
狂
言
『
鬼
滅
の
刃
』『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
な
ど
古
典

の
技
法
を
駆
使
し
た
作
品
の
演
出
で
幅
広
く
活
躍
。
現
在

の
日
本
の
文
化
芸
術
を
牽
引
す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
ひ

と
り
。
芸
術
祭
新
人
賞
・
優
秀
賞
、
芸
術
選
奨
文
部
科
学

大
臣
新
人
賞
、
朝
日
舞
台
芸
術
賞
、
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
、

毎
日
芸
術
賞
千
田
是
也
賞
、
読
売
演
劇
大
賞
最
優
秀
作
品

賞
、
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
、
松
尾
芸
能
賞
大

賞
、
坪
内
逍
遥
大
賞
等
を
受
賞
。
石
川
県
立
音
楽
堂

ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
。
東
京
藝
術
大
学
・
日
本
大
学
芸
術
学
部
客
員

教
授
。（
公
社
）
全
国
公
立
文
化
施
設
協
会
会
長
。

野
村
萬
斎  

狂
言
師

の   

　
む
ら
　
ま
ん
　
さ
い

日本最古の喜劇“狂言”をご堪能ください。

　
一
九
三
一
年
生
。
重
要

無
形
文
化
財
各
個
指
定
保

持
者
（
人
間
国
宝
）、
文
化

功
労
者
、
日
本
芸
術
院
会

員
。
文
化
勲
章
受
章
。
祖

父
・
故
初
世
野
村
萬
斎
及

び
父
・
故
六
世
野
村
万
蔵

に
師
事
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業
。「
万
作
の
会
」
主

宰
。
軽
妙
洒
脱
か
つ
緻
密
な
表
現
の
な
か
に
深
い
情
感
を

湛
え
る
、
品
格
あ
る
芸
は
、
狂
言
の
一
つ
の
頂
点
を
感
じ

さ
せ
る
。国
内
外
で
狂
言
普
及
に
貢
献
。ハ
ワ
イ
大
・
ワ
シ

ン
ト
ン
大
で
は
客
員
教
授
を
務
め
る
。
狂
言
の
技
術
の

粋
が
尽
く
さ
れ
る
秘
曲
『
釣
狐
』
に
長
年
取
り
組
み
、

そ
の
演
技
で
芸
術
祭
大
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、紀
伊
國
屋

演
劇
賞
、
日
本
芸
術
院
賞
、
松
尾
芸
能
賞
、紫
綬
褒
章
、

坪
内
逍
遥
大
賞
、
朝
日
賞
、
二
〇
二
五
年
三
月
N
H
K
放

送
文
化
賞
等
多
数
の
受
賞
歴
を
持
つ
。『
月
に
憑
か
れ
た

ピ
エ
ロ
』『
子
午
線
の
祀
り
』『
秋
江
』『
法
螺
侍
』『
敦

―
山
月
記
・
名
人
伝
―
』
等
、
狂
言
師
と
し
て
新
た
な
試

み
に
も
し
ば
し
ば
取
り
組
み
、
現
在
に
至
る
狂
言
隆
盛
の

礎
を
築
く
。

野
村
万
作  

狂
言
師

の   

　
む
ら
　
ま
ん
　
さ
く

　
一
九
九
九
年
生
。
野
村

萬
斎
の
長
男
。
祖
父
・

野
村
万
作
及
び
父
に
師
事
。

慶
応
義
塾
大
学
法
学
部
卒

業
。
能
楽
協
会
会
員
。
三

歳
の
時
に
『
靱
猿
』
で
初

舞
台
後
、
子
方
と
し
て
国

内
外
で
多
数
の
舞
台
に
出
演
、
修
業
を
続
け
、『
三
番
叟
』

『
奈
須
与
市
語
』『
釣
狐
』
を
披
く
。
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク

シ
ア
タ
ー
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
、
能
狂
言
『
鬼
滅
の
刃
』
で

重
要
な
役
を
演
じ
、
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
朝
日

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
全
国
各
地
の
狂
言
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
講
師
を
勤
め
、
狂
言
の
普
及
に
も
力
を
注
い

で
い
る
。 野

村
裕
基  
狂
言
師

の   

　
む
ら
　
ゆ
う
　  

き

万
作
、
萬
斎
、
裕
基
の

〜
狂
言
三
代
〜

万
作
、
萬
斎
、
裕
基
の

〜
狂
言
三
代
〜

き  

ろ
く  

だ

狂
　
言
　
　

　
髭
　
櫓

　
大
髭
が
自
慢
の
男
が
、
宮
中
の
大
嘗
会
の
犀
の
鉾
を
持
つ
役
に
選
ば
れ
、
大
得
意
で

い
る
と
、
妻
は
装
束
の
用
意
を
す
る
の
が
面
倒
だ
と
言
っ
て
機
嫌
が
悪
く
な
る
。
し
か

も
、
自
慢
の
大
髭
も
剃
り
落
と
し
て
し
ま
え
と
い
う
の
で
、
怒
っ
た
男
は
妻
を
打
ち
据

え
て
追
い
出
す
。
目
に
物
を
見
せ
る
と
捨
て
ぜ
り
ふ
を
吐
い
て
去
る
妻
を
背
に
せ
い
せ

い
し
て
い
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
武
装
を
し
た
近
所
の
女
房
を
引
き
連
れ
て
妻
が
再
登
場

し
、
囃
子
に
合
わ
せ
て
男
に
突
進
す
る
。
男
も
櫓
を
首
か
ら
掛
け
て
応
戦
す
る
が
、
多

勢
に
無
勢
で
取
り
囲
ま
れ
、
つ
い
に
妻
が
秘
密
兵
器
を
取
り
出
し
て
…
…
。

　
大
髭
に
小
さ
な
櫓
、
槍
や
長
刀
を
持
っ
た
女
達
、
能
が
か
り
の
斬
り
結
び
な
ど
、
見

ど
こ
ろ
た
っ
ぷ
り
の
作
品
で
す
。

夫
　

野
村
　
万
作

　
　
　
妻
　
野
村
　
裕
基

　
　
立
衆
　
深
田
　
博
治

 

　
　
〃 

　
中
村
　
修
一

 

　
　
〃 

　
内
藤
　
　
連

 

　
　
〃 

　
飯
田
　
　
豪

　 

　
〃 

　
岡
　
　
聡
史
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石
田
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憲

　
　
　
野
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一
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生
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見
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幸
雄

か
み   

ま
い

大
鼓
　
飯
嶋
六
之
佐
　
大
鼓
　
麦
谷
　
暁
夫

小
鼓
　
田
邊
　
恭
資
　
笛
　
　
江
野
　
　
泉
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